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に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
世
帯
全
員
が
70
歳
以
上
の
高
齢
者

（
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
を
含
み
ま
す
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
人

③
療
育
手
帳
を
所
持
す
る
人

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所

持
す
る
人

⑤
介
護
認
定
者
の
う
ち
要
介
護
度
が

3
以
上
の
人

⑥
右
記
の
ほ
か
、
支
援
を
必
要
と
す

る
人

※
①
〜
⑤
に
該
当
す
る
人
は
、
市
が

把
握
し
た
人
を
名
簿
登
録
し
て
い
ま

す
が
、
⑥
に
該
当
す
る
人
は
、
名
簿

登
録
が
必
要
な
た
め
申
請
が
必
要
で

す
。

♦
申
請
・
登
録
の
方
法
は

　「
登
録
申
請
書
兼
同
意
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
市
役
所
市
民
安

全
課
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
は
市
民
安
全
課
、
市
の
出

先
機
関
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
で
き
ま
す
。

人口　63,167人（－  2）
男　　31,612人（－  6）
女　　31,555人（＋  4）
世帯　24,805戸（＋ 20）
※1月末日現在。
（　）内は前月比。

■白井市男女平等推進行動計画（素案）の
パブリックコメントを募集………………2
■しろいホワイトフェスティバル2016 …2
■戦争体験記を募集………………………3
■ふるさと農園利用者を募集……………3
■教育支援制度のお知らせ………………5
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平成 28年
（2016 年）

飲料水や保存食などの防災グッズのほか「電源遮断装置」を手にする吉川さん

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

東
日
本
大
震
災
を
忘
れ
な
い

　
　
災
害
に
備
え
る
た
め
に

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
今
月
で
5
年
が
経
過
し
ま
す
。
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
自
然
災
害
に
備
え
、
普
段
か
ら
防
災
に
対
す
る
知
識
を
高
め
、
家
族
や
地
域
で
防

災
対
策
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
災
害
発
生
後
の
公
共
交
通
機
関
は
運
行
を
停
止
し
、

帰
宅
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
む
や
み
に
移
動
を
開
始
し
な
い
で
落
ち

着
い
た
行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
問

　
市
民
安
全
課
消
防
防
災
班
　
内
線
3
3
2
5

す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ

う
に
い
つ
で
も
準
備

　
普
段
の
生
活
に
、
防
災
意
識
を
取

り
入
れ
て
い
る
、
冨
士
在
住
の
吉
川

寿
々
子
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
防
災
に
関
心
を
持
っ
た
き
っ
か

け
は
、
平
成
7
年
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
す
。
当
時
激
し
い
揺
れ
で
2

階
建
住
宅
の
倒
壊
が
多
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
テ
レ
ビ
で
見
て
と
て
も
関
心

を
持
ち
ま
し
た
。
神
戸
に
は
支
援
物

資
を
送
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
今
は
元
気
で
す
が
、
地
震
に
は
と

て
も
恐
怖
心
が
あ
り
、
そ
れ
が
原
因

で
体
調
が
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
と
き
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、

平
成
25
年
に
市
の
補
助
を
受
け
て
自

宅
の
耐
震
改
修
工
事
を
し
ま
し
た
。

大
き
な
地
震
が
な
い
と
効
果
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
以
前
外
の
振
動
で
揺

れ
て
い
た
仏
壇
が
工
事
後
は
揺
れ
な

く
な
り
安
心
し
て
い
ま
す
。

　
懐
中
電
灯
や
電
池
、
レ
イ
ン
コ
ー

ト
な
ど
の
防
災
グ
ッ
ズ
は
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
に
入
れ
て
す
ぐ
に
持
ち
出
せ

る
よ
う
玄
関
に
置
い
て
い
ま
す
。
今

一
番
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
が
「
電

源
遮
断
装
置
」（
写
真
で
手
に
し
て

い
ま
す
）
で
す
。
東
日
本
大
震
災
で

も
電
気
の
送
電
再
開
後
の
漏
電
火
災

が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
火
事
で
近

所
に
迷
惑
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

　
飲
料
水
や
保
存
食
は
3
日
分
程
備

蓄
し
て
い
ま
す
。
保
存
期
限
を
意
識

し
買
い
足
し
も
し
て
い
ま
す
」
と
強

い
気
持
ち
で
防
災
に
関
す
る
話
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

㈱セブン―イレブン・ジャパンとの「災害
時の物資供給及び店舗営業の継続又は早期
再開に関する協定」を締結

締結式に臨んだ市内のセブンーイレブン関係者

震災関連イベント

　震災当時の星空の記憶を風化させ
ずにおこうと、宮城県仙台市天文台が
作成した番組を当市をはじめ全国21
館のプラネタリウムで投映します（県
内では白井市のみ投映）。
日時　5日㈯・11日㈮・12日㈯
午後４時10分～（45分間）
定員　一般　86人（先着順）
料金　無料
※投映開始30分前から、３階窓口で
整理券を配布します。
■問　プラネタリウム館☎（492）1125

星 空 と と も に

　1月27日、㈱セブンーイレブン・ジャパンとの間で、「災害
時の物資供給及び店舗営業の継続又は早期再開に関する協定」
を締結しました。
　本協定は、市内に災害が発生し、または発生するおそれが
ある場合に、市からの要請に基づく食料品や日用品などの物
資の供給や、市内各店舗の業務継続・早期再開ができるように、
同社が行う物資運搬などの車両の通行について、市が支援す
ることで市民生活の早期安定を図ることとし、来店者などに
災害情報の提供も協力をいただきます。
  市では大規模災害が発生した際、円滑に応急復旧活動を行う
ことができるよう今後も災害協定の締結を推進していきます。

　東日本大震災の被
災者への追悼と地域
交流を目的に市内の
子どもたちが作った
約2,000個の紙とうろ
うに点火します。
日時　12日㈯　午後5
時～ 7時（雨天中止）
場所　西白井複合セ
ンター脇の広場
■問　西白井複合セン
ター☎（492）1011

ともしびの夕べin白井2016

点火された紙とうろう

　市は平成25年7月10日
に福島県伊

だ て

達市と、災害
対応と被害の軽減に向け
て連携協力するため「大
規模災害時における相互
応援に関する協定」を締
結しました。
　伊達市は、福島県の北
部に位置し、人口は平成
28年1月1日現在で63,015人です。四季折々の伝統行事や祭り
が盛んで特産品はもも、あんぽ柿などがあります。
　4月9日㈯から17日㈰には約2千本の桜が咲き誇る「やなが
わ希望の森公園」を会場に『伊達のふる里桜まつり』が開催
されます。家族や友達と訪れてみませんか。
■問　伊達市観光物産協会　☎　024(529)7779

伊達市と災害協定を結んでいます

桜を背に迫力ある太鼓のばちさばき

QRコード

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
」
作
成
に
ご
協
力
を

　
市
で
は
、
災
害
時
に
避
難
の
支
援

が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
を
対
象
に
、

3
月
10
日
以
降
「
白
井
市
災
害
時
避

難
行
動
要
支
援
者
登
録
申
請
書
兼

同
意
書
（
以
下
登
録
申
請
書
兼
同
意

書
）」
を
送
付
し
ま
す
。

♦
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
と
は

　
こ
の
名
簿
は
、
災
害
対
策
法
の
改

正
を
受
け
作
成
す
る
も
の
で
、
名
簿

情
報
提
供
に
関
す
る
同
意
書
を
市
へ

提
出
す
る
こ
と
で
、
平
常
時
か
ら
避

難
行
動
や
支
援
方
法
な
ど
を
本
人
と

支
援
関
係
者
で
共
有
し
、
災
害
時
に

お
け
る
情
報
伝
達
や
救
助
、
避
難
誘

導
な
ど
に
支
援
が
必
要
と
す
る
人
に

つ
い
て
自
治
会
・
自
主
防
災
組
織
・

社
会
福
祉
協
議
会
・
民
生
委
員
・
消

防
・
警
察
な
ど
地
域
社
会
全
体
で
支

援
し
ま
す
。

♦
要
支
援
者
の
要
件
は

　
在
宅
で
生
活
す
る
人
で
次
の
要
件
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移
動
交
番
を
開
設

　
3
月
の
移
動
交
番
の
開
設
予
定
は

次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
・
場
所
　
4
日
㈮
、
11
日
㈮
、

25
日
㈮
　
午
後
2
時
〜
3
時
、
17
日

㈭
　
午
後
3
時
〜
4
時
・
セ
ー
ブ
オ

ン
千
葉
白
井
店
（
西
白
井
）、
8
日

㈫
、
16
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
11
時
・

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
白
井
河
原
子
店
、
10

日
㈭
、
22
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
正
午
、

29
日
㈫
　
午
後
2
時
〜
4
時
・
運
動

公
園

※
事
件
・
事
故
の
発
生
や
気
象
条
件

な
ど
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
　
印
西
警
察
署
地
域
課
　
☎
0
4

7
6
（
4
2
）
0
1
1
0

【
印
西
地
区
環
境
整
備

事
業
組
合
】

　
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
の

附
属
機
関
で
あ
る
「
次
期
中
間
処
理

施
設
整
備
事
業
施
設
整
備
基
本
計
画

検
討
委
員
会
」
と
「
次
期
中
間
処
理

施
設
整
備
事
業
地
域
振
興
策
検
討
委

員
会
」
の
両
委
員
会
で
、
次
期
中
間

処
理
施
設
の「
施
設
整
備
基
本
計
画
」

と
「
地
域
振
興
策
」
に
つ
い
て
検
討

し
て
き
た
結
果
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時

　
6
日
㈰

　
午
後
1
時
〜
3
時

場
所
　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

対
象

　
印
西
市
・
白
井
市
・
栄
町
在

住
者
（
申
し
込
み
不
要
）

問
　
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合

印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
次
期
施
設

推
進
班

　
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
2

7
3
4

白
井
市
男
女
平
等
推
進
行

動
計
画
（
素
案
）
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

　
市
で
は
現
行
の
「
白
井
市
男
女
平

等
推
進
行
動
計
画
」
が
平
成
27
年
度

で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年

度
か
ら
37
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
計

画
期
間
と
す
る
新
た
な
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
「
誰
も
が
自
分
ら
し

く
輝
け
る
、
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
さ

を
尊
重
で
き
る
、
真
の
男
女
平
等
社

会
の
実
現
」
を
基
本
的
な
考
え
方
と

し
、
男
女
平
等
に
関
す
る
啓
発
・
学

習
や
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
の
促
進
、
配
偶
者
間
暴

力
（
D
V
）
の
防
止
と
被
害
者
へ
の

支
援
な
ど
男
女
平
等
推
進
に
取
り
組

む
た
め
の
計
画
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
次
期
「
白
井
市
男
女

平
等
推
進
行
動
計
画
（
素
案
）」
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
公
募
し
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
策
定
に
あ

た
っ
て
の
参
考
と
し
、
検
討
結
果
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま

す
。

※
い
た
だ
い
た
意
見
へ
の
個
別
回
答

は
行
い
ま
せ
ん
。

閲
覧
場
所
　
企
画
政
策
課
、
市
役
所

1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
、

各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人
や
団
体

意
見
の
提
出
方
法

　
14
日
㈪
ま
で
に
、

所
定
の
用
紙
（
企
画
政
策
課
、
市
役

所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図
書

館
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
図
書
館
や
各
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
て
あ
る
「
意
見
回
収
箱
」
に

投
函
す
る
か
、
郵
送
（
必
着
）、
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
（
件
名
に
計
画
名
を

入
力
）
ま
た
は
直
接
企
画
政
策
課

　

k
ik
ak
u
-se
isak
u
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
4
・
5

　市は「白井市」の名称になぞらえ、3月14日のホワイト（白）デー
を「しろいの日」と決め、「白」をテーマに「しろいホワイトフェ
スティバル」を開催します。
　スノーキャンドル、白井の特産品やおいしい食べ物、ステー
ジなど子どもから大人まで楽しめるイベントです。「しろいの日」
を家族や友達と一緒に祝いませんか。
日時　13日㈰　午前11時～午後7時（雨天決行）
場所　白井駅前南口広場
内容
①駅前の「梨の泉」を雪でつくっ
たスノーキャンドルで飾る「ホワ
イトスノーキャンドル」
②白井の特産品や日本全国から集
まったごちそうなどを味わう「あ
つまれ！しろい＆にっぽんのごち
そう！！」
③熱気あふれる演奏やダンスの「し
ろい愛ライブ」
④白い服装の来場者先着200人にし
ろい米2合をプレゼントする「しろ
いコスプレdeプレゼント」
⑤あなたの大切な人に、感謝のメッ
セージをしろいポストから当日限定のオリジナル消印を添えて
送る「しろいポストからオリジナルのメッセージハガキを送ろ
う！」
⑥駅前広場で乗れる「ミニ北総線体験乗車」
（⑥は有料）
※フェスティバル専用の駐車場・駐輪場はありませんので、公
共交通機関、有料駐車場・駐輪場を利用してください。
■問　しろいホワイトフェスティバル実行委員会（企画政策課企
画政策班内）　内線3351

平成28年度白井市住宅用省エネルギー設備等設置費補助金の内容
補助対象設備等 主な要件 補助額

住宅用太陽光発電システ
ム

余剰電力売電である（全量売電は対象外）、増設の場合を含め太陽電池の定格出力が10㌗未満である、太陽
電池モジュールが国際電気標準会議の規格または日本工業規格に適合しているなどの認証要件がある

1㌗当たり2万円
3.5㌗上限7万円

家庭用燃料電池システム 国が平成25年度以降に実施する補助事業における補助対象機器として燃料電池普及促進協会の指定を受け
ている 上限10万円 

定置用リチウムイオン蓄
電システム

国が平成25年度以降に実施する補助事業における補助対象機器として一般社団法人環境共創イニシアチブ
により登録されている 上限10万円

エネルギー管理システム 一般社団法人エコーネットコンソーシアムの定めるECHONET Lite規格の認証を取得している 上限1万円

電気自動車充給電設備 電気自動車などから分電盤を通じて住宅に電力を供給する機能を有し、かつ国が平成25年度以降に実施す
る補助事業における補助対象機器として一般社団法人次世代自動車振興センターで承認されている 上限5万円

太陽熱利用システム 一般財団法人ベターリビングにより優良住宅部品として認定を受けたものである 上限5万円

※上記の要件は主なもののみです。住宅用太陽光発電システムは集合住宅も対象となりますが、補助要件が異なります。

　平成28年度から太陽光発電と高効率給湯器などの補助金の名称が「白井市住宅用省エネルギー設備等設置費補助金」となり、補助の対象、要件、補
助額が下表のとおり変更となります。補助金を活用して家庭用省エネルギー設備などを導入する場合は注意してください。
　補助金の申請受付開始日などの詳細については、広報しろい、市ホームページでお知らせします。詳細は問い合わせてください。

「太陽光発電」「高効率給湯器」などの補助内容が変わります

■問　環境課環境保全・放射線対策班　内線3273

白井市地球温暖化防止対策実行計画　平成26年度結果
基準年度値
(H20年度)

最終目標
(H26年度末)

H26年度
実績

達成
状況

達成率
（㌫） 主な使用目的

温室効果ガス
総排出量(㌕) 4,310,590 4,095,061 4,228,289 未達成 96.8 ―

電気使用量
(㌗アワー ) 5,603,328 5,267,128 5,416,701 未達成 97.2 照明、空調、ＯＡ機器

燃
料
使
用
量

ガソリン
(㍑) 31,895 28,067 30,903 未達成 90.8 庁用車

灯油(㍑) 47,955 45,557 43,391 達成 105.0 福祉センターの風呂、暖房
軽油(㍑) 5,326 4,899 4,595 達成 106.6 庁用車（バスなど）

Ａ重油(㍑) 38,300 38,300 19,500 達成 196.4 暖房（小・中学校）

液化天然
ガス(㌕) 1,545 1,545 293 達成 527.3

小学校家庭科室
での授業、白井
運動公園

都市ガス
(立法㍍) 425,453 416,943 467,877 未達成 89.1 空調

※削減量は、平成20年度に対する平成26年度の削減量です。達成率は、平成26年
度における目標値に対する達成率をパーセントで示しています。100㌫を超える数
値は目標を超えて削減していることを示します。

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
主
な
原

因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

減
ら
す
た
め
「
白
井
市
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
実
行
計
画
」
に
基
づ
き
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
保
全
に
関
し

て
配
慮
す
べ
き
具
体
的
事
項
を
定
め

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
も
着
実
な
実
施
と
共

に
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
電
力
需

給
状
況
の
逼ひ

っ
ぱ
く迫

に
よ
り
策
定
さ
れ
た

「
白
井
市
緊
急
節
電
対
策
計
画
」
の

実
施
に
努
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
電
子
機

器
の
増
加
や
ガ
ソ
リ
ン
を
燃
料
と
す

「
白
井
市
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
実
行
計
画
」

平
成
26
年
度
結
果

る
庁
用
自
動
車
の
走
行
距
離
の
増

加
（
平
成
20
年
度
比
で
1
・
3
㌫

の
増
加
）、
小
中
学
校
な
ど
に
お
け

る
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
Ａ
重
油
や
灯

油
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
都

市
ガ
ス
に
転
換
を
図
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
電
気
、
ガ
ソ
リ
ン
、
都

市
ガ
ス
に
お
い
て
削
減
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

C
O
2
排
出
量
の
最
終
削
減
目
標
値

を
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
平
成
26
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
総

排
出
量
と
そ
の
発
生
源
と
な
る
電
気
、

各
種
燃
料
の
使
用
量
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
新
た
な
「
白
井

市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
が

始
ま
り
、
よ
り
一
層
の
節
電
お
よ
び

資
源
の
節
約
を
行
い
C
O
2
削
減
目

標
達
成
に
努
め
ま
す
。

問
　
環
境
課
環
境
保
全
・
放
射
線
対

策
班
　
内
線
3
2
7
3

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー



2016.3.13

野
菜
づ
く
り
講
習
会

　
家
庭
菜
園
な
ど
で
役
立
つ
、
夏
野

菜
の
栽
培
管
理
の
基
本
を
学
ぶ
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
28
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
20
人

（
申
し
込
み
順
）

講
師

　「
え
び
ち
ゃ
ん
農
園
」
指
導

農
業
士

　
海
老
原
進
さ
ん

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
・
問

　
18
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
か

直
接
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

4
へ

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診

断
相
談
会 

　
市
で
は
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
木
造
住
宅
を
対

象
に
簡
易
な
耐
震
診
断
相
談
会
を
行

い
ま
す
。

　
こ
の
相
談
会
で
危
険
性
が
あ
る
と

診
断
さ
れ
た
場
合
は
一
定
の
条
件
を

満
た
す
と
、
市
の
戸
建
住
宅
耐
震
診

断
補
助
金
制
度
を
活
用
し
て
専
門
家

に
よ
る
耐
震
診
断
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日
時

　
18
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後

4
時

場
所
　
市
役
所
2
階
相
談
室

対
象

　
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ

た
木
造
住
宅

　
6
件
（
申
し
込
み
順
）

相
談
員

　
千
葉
県
建
築
士
事
務
所
協

会
会
員

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
14
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
か

直
接
建
築
指
導
課
建
築
指
導
班

　
内

線
3
2
2
1
・
2
へ

　市では、ごみの資源化・減量化の一環として燃やすごみの
約4割の重さを占める生ごみを、皆さんに有効に活用してもら
うための講座を開催しています。
　今回は「生ごみ堆肥を活用した野菜作りと花作り」「生ごみ
堆肥について」と題し、生ごみ堆肥容器などを利用した堆肥
づくりを学ぶことができる講座です。
　米ぬかなどを有用微生物群によって発酵させて作る有機肥
料のひとつである「ぼかし」を無料で配布します。
日時　19日㈯　午前9時30分～午後0時30分
場所　西白井複合センター
対象　市内在住者　20人（申し込み順）
参加費　無料
講師　（公財）自然農法国際研究開発センター菜園アドバイ
ザー　高田健次さん、NPO法人関東EM普及協会　若倉利勝
さん
■申・■問　17日㈭までに電話か直接環境課きれいなまちづくり
班　内線3275へ

家庭菜園講座～生ごみ堆肥を使おう～

利用期間　4月1日㈮～平成29年3月31日㈮
※この期間で市運営による市民農園は終了となります。
対象　市内在住者
※応募者多数の場合は3月15日㈫の午前10時から市役所4階第2会
議室で公開抽選を行い、結果は全員に文書で通知します。
募集内容　下表のとおり

■申・■問　はがきに住所、氏名、電話番号、希望する農園名を記
入の上、3月9日㈬（必着）までに農政課農政班　内線3254へ

ふるさと農園　募集内容

農園名 募集区画数 区画面積 利用料

法目ふるさと農園 7区画 30平方㍍（5㍍×6㍍） 10,500円

折立ふるさと農園 12区画 60平方㍍（10㍍×6㍍） 21,000円

ふるさと農園利用者を募集

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

国
民
年
金
保
険
料
学
生

納
付
特
例
制
度

　
20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
生
の
場
合
は
一
般
的

に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。

　
対
象
と
な
る
人
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
） 

、
短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校（
就

業
年
限
1
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
し
て
い
る
学
生
な
ど
で
、
本
人
の

前
年
所
得
が
「
1
1
8
万
円
+
（
扶

養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）
＋
社
会

保
険
料
控
除
額
等
」
で
計
算
し
た
金

額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
4

月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
で
す
。

　
前
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ

れ
て
い
て
、
28
年
度
も
引
き
続
き
在

学
予
定
の
人
に
は
、
3
月
下
旬
に
基

礎
年
金
番
号
な
ど
が
印
字
さ
れ
た
ハ

ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
希
望

す
る
場
合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し

返
送
す
る
こ
と
で
28
年
度
の
申
請
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
在
学
証
明

書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の
添
付
は

不
要
）。

※
28
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
を

利
用
せ
ず
保
険
料
の
納
付
を
希
望
す

る
場
合
は
、
日
本
年
金
機
構
船
橋
年

金
事
務
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
日
本
年
金
機
構
船
橋
年
金
事
務

所
　
☎
0
4
7
（
4
2
4
）
8
8
1

1
、
保
険
年
金
課
保
険
年
金
班

　
内

線
3
1
7
5

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

戦争体験記を募集
～あなたが体験した戦争の話をお寄せください～
　市では、平和都市宣言30周年を記念し「あの戦争を語り継ぐ～平和都市宣言30
周年記念～」と題して、広報しろいで戦争体験記を連載します。
対象　戦争体験のある市民とその親族、友人
※戦争体験者から聞いた体験の手記、戦争体験者から預かった体験記なども対象
となります。本人が執筆できない場合、市から聴き取りに伺いますので問い合わ
せてください（家族などの代筆も可能）。
形式　任意様式
連載期間　4月から平成29年3月までの毎月15日号
応募内容　太平洋戦争にまつわる内容で、戦時中の様子や引
き揚げ、抑留体験など
応募作品の取り扱い
•応募状況などにより掲載できない場合や、紙面の都合により文意を損なわない
範囲で修正することがあります
•体験記には寄稿者の氏名を掲載する予定です（掲載を希望されない場合は「匿
名希望」と明記）
•関連する写真などの資料がある場合は提供の協力をお願いします（資料は返却
します）
•寄せられた体験記は市ホームページで公開および平和に関する啓発の資料とし
て活用します
•著作権は市に帰属します
•応募者の個人情報は戦争体験記の連載の目的以外には使用しません
※詳細は問い合わせてください。
■申・■問　平成29年1月31日㈫までに住所、氏名（提出者と体験者が異なる場合は
体験者名）、電話番号を記入の上、郵送、ファクス、メールまたは直接企画政策課
男女共同参画室　内線3354・5、{kikaku-seisaku@city.shiroi.chba.jpへ

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
2
月
5
日
か
ら
12
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実

施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い

て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目

　
サ
ツ
マ
イ
モ
、
サ
ニ
ー

レ
タ
ス
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
レ
タ
ス

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
藤
井
製
作
所
で
取
り
扱
う
製
品
は

殺
菌
効
果
の
強
い
銅
合
金
と
し
て
日

本
銅
セ
ン
タ
ー
に
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
家
電
な
ど
あ
ら
ゆ
る
製

品
の
一
部
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
き
ま
す
。

　
同
社
の
高
橋
総
務
課
長
は
「
線
や

棒
状
に
加
工
し
た
も
の
が
、
全
く
形

を
変
え
て
暮
ら
し
の
そ
ば
で
生
き
て

い
る
の
が
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
工

場
内
で
は
マ
ラ
ソ
ン
や
卓
球
、
ア
ウ

ト
ド
ア
な
ど
社
内
ク
ラ
ブ
も
充
実
し

て
お
り
、
春
に
は
花
見
会
の
開
催
な

ど
会
社
が
主
催
と
な
っ
て
社
員
の
懇

親
を
深
め
、
よ
り
良
い
製
品
を
製
造

す
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
普
段
、
皆
さ
ん
が
利
用
し
て
い
る

身
の
回
り
の
製
品
に
、
藤
井
製
作
所

の
独
自
の
加
工
技
術
で
信
頼
性
の
あ

る
素
材
が
使
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

　
内

線
3
2
4
1

　
今
回
は
白
井
工
業
団
地
に
あ
る

「
株
式
会
社
藤
井
製
作
所
」
を
紹
介

し
ま
す
。

　
同
社
は
1
9
4
8
（
昭
和
23
）
年

に
設
立
さ
れ
、
非
鉄
金
属
で
あ
る
銅

合
金
の
製
造
メ
ー
カ
ー
と
し
て
溶
解

か
ら
加
工
ま
で
一
貫
し
て
製
造
し
て

い
ま
す
。

　
主
に
、
り
ん
青
銅
・
洋
白
・
ベ
リ

リ
ウ
ム
銅
と
、
そ
の
快
削
（
切
る
削

る
な
ど
の
加
工
に
適
し
た
）
合
金
の

丸
線
棒
・
異
型
線
棒
を
製
造
し
て
い

ま
す
が
、
国
内
で
も
数
社
し
か
取
り

扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
直
径
25
㍉

以
上
の
棒
製
品
は
国
内
で
も
一
社
し

か
製
造
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
特
殊

な
技
術
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
製
品
で
は
水
性
ボ
ー
ル
ペ

ン
の
先
部
分
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
洋
白
と
い
う
白
金
色
に
輝
く

合
金
は
フ
ル
ー
ト
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

な
ど
金
管
楽
器
の
材
料
と
し
て
同
社

の
製
品
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
質
感
は
も
と
よ
り
、
分
子
レ
ベ
ル

に
ま
で
達
す
る
精
度
の
高
い
加
工
技

術
と
合
金
組
成
が
金
管
を
通
し
て
深

遠
な
音
色
を
響
か
せ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
時
計
の
内
部
や
バ
ネ
、

歯
車
、
自
動
車
、
電
気
電
子
部
品
、

電
車
車
両
な
ど
の
必
要
不
可
欠
な
部

品
、
中
で
も
り
ん
青
銅
と
い
う
合
金

は
、
高
速
で
走
る
新
幹
線
の
動
力
電

源
を
供
給
す
る
架
線
を
つ
る
「
ハ
ン

ガ
ー
イ
ヤ
ー
」
と
い
う
部
材
に
使
用

さ
れ
、
そ
の
全
て
が
藤
井
製
作
所
の

製
品
で
作
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
同
社

の
技
術
が
高
い
信
頼
性
と
評
価
の
も

と
に
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
銅
の
持
つ
殺
菌
効
果
が
認

め
ら
れ
、
院
内
感
染
予
防
に
役
立
つ

銅
合
金
な
ど
の
製
品
に
医
療
機
関
が

発
見
!
白
井
の
仕
事
人   

　

〜
銅
合
金
で
製
品
の
見
え
な
い
重
要
な
部
分
を
支
え
る
〜

株
式
会
社
藤
井
製
作
所

36
全国の新幹線の架線をつる部材に使用

藤井製作所の工場全景

ハンガーイヤー
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第11回「うつ病の回復」

　今回のココロのお話は「うつ病の回復」についてです。
　うつ病は治療を始めればすぐに治るというものではありません。体の疾
患やケガと同じように、治癒していく過程にはある程度の時間が必要にな
ります。その過程は、良くなったり悪くなったりという小さな波を繰り返
しながら、階段をゆっくり1段ずつ上るように改善していきます。
　治療の過程は「急性期」「回復期」「再発予防期」と大きく3つに分かれる
と言われています。急性期に一番重視すべきなのが休養、回復期は薬物療法、
再発予防期は精神療法・カウンセリングとなります。
　うつ病を引き起こす原因は一つではないので、それぞれの過程がどれく
らいの時間を要するかは状況によって幅があります。
　急性期が1～ 3カ月、回復期が4～ 6カ月、再発予防期が1年以上というの
が典型的なうつ病の場合の目安となりますが、軽症で早期に治療を開始し
た場合は、より早く再発予防期に移行することが可能となります。また、「元
気が回復しても勝手に薬を止めない」ことも大切なことです。
　回復期の途中で、以前の元気がほとんど回復している状態である「寛解」
を迎えますが、その時に自己判断で薬を止めてしまうとうつ病が再発して
しまうことがあります。根気強く服用を続けて回復期、再発予防期を過ご
すことが大切です。薬を減らしていくタイミングは主治医とよく相談しま
しょう。
　うつ病は時間をかけて回復していくものです。あまり悲観的に捉えすぎ
ず、医療機関を上手に利用しましょう。
■問　社会福祉課障害福祉班　☎（497）3483

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

身
体
障
害
者
相
談
員
と

知
的
障
害
者
相
談
員
を

委
嘱

　
市
で
は
、
身
体
障
害
者
相
談
員
と

知
的
障
害
者
相
談
員
の
委
嘱
を
行
い

ま
し
た
。

　
相
談
員
は
、
障
害
の
あ
る
人
や
そ

の
家
族
な
ど
の
悩
み
や
相
談
に
応
じ

相
談
者
と
共
に
問
題
を
考
え
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
問
題

解
決
を
手
伝
い
ま
す
。

　
相
談
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
、
任
期

は
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

（
敬
称
略
）

身
体
障
害
者
相
談
員

　
荒
瀬
哲
男

知
的
障
害
者
相
談
員

　
池
田
朝
都
子

問
　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班

　
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
3

委嘱状を手にする相談員

平
成
28
年
度
保
育
所
保

育
料
改
定
の
お
知
ら
せ

　
4
月
か
ら
市
の
保
育
所
保
育
料
を

改
定
し
ま
す
。

　
保
育
所
保
育
料
は
、
国
が
基
準
額

を
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
市
が
公
費

に
よ
り
独
自
に
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
公
費
負
担
と
利

献
血
に
ご
協
力
を

　
血
液
が
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

　
31
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
11
時

45
分
、
午
後
1
時
〜
4
時

問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班

　

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4

●
遅
刻
や
欠
席
が
多
い

●
体
調
不
良
や
不
眠
を
訴
え
る

●
「
消
え
て
し
ま
い
た
い
、
死
ん
だ

ら
楽
に
な
る
」
な
ど
と
言
う

●
行
動
が
投
げ
や
り
に
な
る

●
飲
酒
量
が
増
え
る

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付

き
合
う
ヒ
ン
ト

　
生
活
す
る
中
で
ス
ト
レ
ス
を
避
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
自
分
ら

し
く
」
「
気
楽
な
」
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

を
送
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
と
上
手
く

付
き
合
い
た
い
も
の
で
す
。

　「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
思
わ
な
い

で
、
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
専
門
機

関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
音
楽
鑑
賞
や
運
動
、
入
浴
、
園
芸

こ
ん
な
「
サ
イ
ン
」
に

は
注
意
を
！

　「
死
に
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人

は
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　「
消
え
て
し
ま
い
た
い
」
と
言
っ

た
り
、
生
活
の
様
子
が
大
き
く
変

わ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
次
の
よ
う
な
サ
イ
ン
を
出
し
て
い

る
人
に
気
が
付
い
た
ら
、
声
を
か
け

て
話
を
聞
き
、
相
談
窓
口
や
専
門
機

関
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

●
表
情
が
硬
く
元
気
が
な
い

●
周
囲
と
の
交
流
を
避
け
る

●
仕
事
や
家
事
の
能
率
が
低
下
し
て

ミ
ス
が
多
い

な
ど
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
こ
と
や
楽

し
め
る
こ
と
を
す
る

●
家
族
や
友
人
と
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
る

●
自
分
に
合
っ
た
睡
眠
時
間
で
質
の

よ
い
眠
り
を
と
る

●
誰
か
と
話
す
こ
と
で
、
も
の
の
見

方
や
考
え
方
を
変
え
る

相
談
窓
口
　
千
葉
い
の
ち
の
電
話
　

☎
0
4
3
（
2
2
7
）
3
9
0
0

（
24
時
間
対
応
）

専
門
機
関

　
千
葉
県
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

　
☎
0
4
3
（
2
6
3
）

3
8
9
3

　
平
日
の
午
前
9
時
〜
午

後
6
時
30
分

※
来
所
相
談
は
予
約
制
で
す
。

問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
　

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4

自
殺
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
で

　
　
　
　
　
〜
3
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
〜

用
者
負
担
の
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
を
確

保
し
、
保
育
所
を
利
用
す
る
保
護
者

負
担
額
の
軽
減
を
継
続
し
つ
つ
、
保

育
環
境
の
充
実
と
子
育
て
支
援
策
全

体
の
拡
充
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
4
月
上
旬
に
「
平
成
28
年
度
保
育

所
保
育
料
決
定
通
知
書
」
を
市
か
ら

送
付
し
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　
保
育
料
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
ま
す
。

問
　
保
育
課
保
育
班

　
内
線
5
3
1

4
・
5

保

健

師

で

す

　
今
年
も
2
カ
月
経
ち
、
も
う
少
し

で
4
月
を
迎
え
ま
す
。
4
月
は
市
の

が
ん
検
診
の
申
し
込
み
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。

　「
仕
事
を
す
る
」
「
家
事
や
育
児

を
す
る
」
な
ど
、
日
常
生
活
の
根
幹

に
あ
る
の
は
皆
さ
ん
の
健
康
な
体
で

す
。
病
気
に
な
る
と
普
段
の
生
活
が

中
断
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
健
康
な

体
で
毎
日
同
じ
生
活
が
で
き
る
の
は

何
よ
り
も
幸
せ
な
こ
と
で
す
。

　
現
在
日
本
人
の
2
人
に
1
人
が
、

が
ん
に
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
を
積
極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う

　
〜
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
の

　
　
　
　
　
　
　
　
笑
顔
の
た
め
に
〜

　
市
で
は
毎
年
が
ん
検
診
を
行
っ
て

お
り
、
検
診
で
見
つ
か
る
が
ん
の
多

く
が
早
期
が
ん
で
す
。

　
早
期
が
ん
の
5
年
生
存
率
は
90
〜

1
0
0
㌫
と
さ
れ
て
お
り
、
症
状
が

出
て
か
ら
病
院
で
発
見
さ
れ
る
が
ん

の
多
く
は
進
行
が
ん
で
す
。

　
が
ん
は
診
断
と
治
療
の
進
歩
に
よ

り
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
に
よ
る
死

亡
者
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
、
定

期
的
に
が
ん
検
診
を
受
診
し
、
が
ん

を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
土
・
日
曜
日
に
検
診
を

実
施
し
た
り
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
で

は
保
育
も
行
い
ま
す
（
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
み
）。
あ
な
た
自
身
と
あ

な
た
の
家
族
の
た
め
に
、
が
ん
検
診

を
積
極
的
に
受
け
て
笑
顔
で
暮
ら
し

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
保
健
師

　
相
澤
佐
由
里

日時　9日㈬　午後1時30分～
3時30分
場所　七次台会館
対象　一般（申し込み不要）
内容　喫茶、体操など
参加費　100円（飲み物・菓
子代）

井戸端カフェ

■問　地域包括支援センター☎（497）3474、　社会福祉協議会　☎（492）5713

サロン（集いの場）を開催
　地域ぐるみネットワーク会議から発案されたサロンを開催します。
　地域の誰もが気軽に集い、おしゃべりなどができるサロンを開催します。
※地域ぐるみネットワーク会議とは、年齢を重ねても社会とつながり、やりがいや生き
がいを持って暮らせる地域づくりを目指して地域住民、地域団体、民間事業者や介護保
険事業者、行政などさまざまな人が協働で新たな高齢者生活支援の取り組みを検討して
います。

日時　25日㈮　午後1時30分～ 4時
場所　愛の家グループホーム冨士
対象　一般（申し込み不要）
内容　喫茶、歌、骨密度測定、ポプリなどを使っ
た小物づくり、手芸など
参加費　100円（飲み物代）　
※手芸を希望する人は別途材料費がかかります。

冨士ひだまりサロン

　認知症カフェは、「認知症の人やその家族、地域の住
民、専門職など誰もが参加でき気軽に集える場」とし
て、地域の皆さんが気軽に立ち寄れ、相談もでき、ほっ
と一息できるカフェです。
日時　18日㈮　午前10時～午後4時
場所　西白井複合センター
内容　喫茶、演奏会、脳の元気
度測定、骨密度測定、介護・認
知症に関する相談など
※骨密度測定は午前11時30分
までです。
参加費　100円（飲み物代）
※申し込みは不要です。
■問　地域包括支援センター　☎（497）3474、梨の実
ひろば代表　近藤　☎（492）1650

ひだまりカフェ
～認知症カフェ～



セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

　福祉センター内にある障害福祉サービス事業所「み
のり」では、障害者支援に関する仕事を行う非常勤職
員を募集します。
募集人数　普通自動車免許を持ち、障害者福祉に強い
意欲と熱意を持った人　2人（年齢、経験は不問）
勤務期間　4月1日～平成29年3月31日（1年間・更新あり）
※書類と面接により選考します。
勤務日時　週3日勤務（曜日は要相談）
午前9時30分～午後4時30分
時給　940円（別途通勤手当あり）
■申・■問　履歴書（写真貼付）に必要事項を記入の上、
 3月11日㈮までに郵送か直接社会福祉協議会就労継続
支援B型事業所「みのり」☎（492）2096へ

社  就労継続支援B型事業所「みのり」
非常勤職員を募集します

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
支
援
制
度
の
お
知
ら
せ

け
て
い
る

●
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

●
生
活
福
祉
資
金
制
度
に
よ
る
貸
し

付
け
を
受
け
て
い
る

※
各
項
目
に
該
当
し
な
い
場
合
で
も

失
業
や
病
気
、
突
発
的
な
事
故
、
災

害
な
ど
特
別
な
事
情
に
よ
り
経
済
的

に
困
窮
し
て
い
る
人
は
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

援
助
対
象

　
学
用
品
費
、
校
外
活
動

費
、
修
学
旅
行
費
、
新
入
学
学
用
品

費
、
医
療
費
、
学
校
給
食
費
な
ど

申
・
問

　
申
請
書
（
各
学
校
に
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
請
者
の
個
人
番
号
が
確
認
で
き
る

も
の
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
通
知
カ

ー
ド
、
番
号
入
り
住
民
票
な
ど
）
と

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
個
人
番

号
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
写
真

付
き
身
分
証
明
書
な
ど
）
を
持
参
し
、

学
校
教
育
課
学
務
班

　
内
線
3
4
2

3
へ特

別
支
援
教
育
就
学
奨

励
制
度

　
市
内
小
・
中
学
校
の
個
別
支
援
学

級
に
在
籍
ま
た
は
通
級
し
て
い
る
か

通
常
学
級
に
通
う
障
が
い
（
学
校
教

育
法
施
行
令
第
22
条
の
3
に
定
め
る

障
が
い
の
程
度
に
該
当
）
の
あ
る
子

ど
も
の
保
護
者
に
対
し
て
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
そ
の
世
帯
の

収
入
額
な
ど
に
応
じ
、
必
要
な
経
費

の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

援
助
対
象
　
学
用
品
費
、
校
外
活
動

費
、
修
学
旅
行
費
、
通
学
費
、
学
校

給
食
費
な
ど
の
一
部

※
6
月
初
旬
に
学
校
を
通
じ
て
保
護

者
に
関
係
書
類
を
配
布
し
ま
す
。

問
　
学
校
教
育
課
学
務
班

　
内
線
3

4
2
3

教
育
ロ
ー
ン
利
用
者
に

利
子
の
一
部
を
補
助

　
金
融
機
関
か
ら
教
育
資
金
の
融
資

を
受
け
て
い
る
人
に
、
返
済
利
子
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
か

そ
の
保
護
者

●
国
内
の
高
等
学
校
、
大
学
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
に
入
学
を
予

定
し
て
い
る
か
在
学
し
て
い
る

※
該
当
し
な
い
学
校
も
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

●
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る

●
世
帯
全
員
が
市
税
を
完
納
し
て
い
る

●
日
本
政
策
金
融
公
庫
ま
た
は
千
葉

銀
行
、
千
葉
興
業
銀
行
、
京
葉
銀
行
、

千
葉
信
用
金
庫
の
市
内
各
支
店
で
、

月
賦
償
還
方
式
に
よ
る
教
育
資
金
の

融
資
を
受
け
て
い
る

補
助
期
間

　
交
付
決
定
日
の
翌
月
か

ら
各
学
校
の
修
業
年
限
ま
で

問
　
教
育
総
務
課
総
務
班

　
内
線
3

4
1
4

準
要
保
護
児
童
・
生
徒

に
就
学
費
を
援
助

　
市
内
に
在
住
し
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
小
・
中
学
校
に
就
学
す
る
こ

と
が
困
難
な
児
童
や
生
徒
の
い
る
家

庭
に
就
学
費
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
小
・
中
学
校
に
就
学
す
る
子

を
持
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

●
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停

止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
て
い
る

●
地
方
税
法
に
基
づ
く
個
人
事
業
税

や
固
定
資
産
税
、
市
民
税
の
減
免
を

受
け
て
い
る
か
市
民
税
が
非
課
税

●
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
国
民
年
金

の
掛
け
金
の
減
免
を
受
け
て
い
る

●
国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
保
険

料
の
減
免
ま
た
は
徴
収
の
猶
予
を
受

材料（2人分）
菜の花100㌘、ブロッコリー 1/2個、カブ1株
【調味料】オリーブオイル大さじ1/2、酢大さ
じ1、粒入りマスタード大さじ1、はちみつ小
さじ1、塩小さじ1/4、こしょう少々
作り方
①カブは根と葉に分け、根は1㌢㍍の厚さのくし切りにする。カブの葉
と菜の花は3㌢㍍の長さに切る。ブロッコリーは小房に分け、茎は柔ら
かい部分を食べやすい大きさに切る。
②鍋に湯を沸かし、ブロッコリーとカブの根の順に入れて歯ごたえが
残るくらいに下ゆでし、ザルに取り粗熱を取る。カブの葉と菜の花も
さっと下ゆでし、水気を絞る。
③ボウルに調味料をよく混ぜ合わせ、②を加えてあえる。
栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　春野菜や山菜の特有の香りや独特の苦みは、冬の間に体の中にたまっ
た脂肪や老廃物などを排出してくれる働きがあります。
　また、抗酸化作用があり、あらゆる病気や老化の原因となる活性酸
素を除去する働きもあります。
　マスタードの辛味がアクセントになっていますが、子どもが食べる
場合はマスタードを控えるとよいです。
　春野菜を味わうことで季節を感じ、体の調子を整えましょう。
1人当たりの栄養価　57㌔㌍　食塩相当量0.6㌘　野菜摂取量92㌘

栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ 花野菜とカブのサラダ

花野菜とカブのサラダ

「健康づくりはあなたが主役」
～ 5年後の自分へ～私の健康宣言講習会
　市では、策定した第2次しろい
健康プラン（健康増進計画、食育
推進計画、歯科口腔保健推進計画）
を皆さんに知っていただくために、
「健康づくりはあなたが主役～ 5
年後の自分へ～私の健康宣言」講
習会を開催します。
　講習会では、第2次しろい健康
プランの概要版を使用して、健康
づくりの取り組み状況をチェック
リストで確認したり、「私の健康宣言～いきいき健康宣言、おいしいヘ
ルシー食生活宣言、歯（は）つらつ生活宣言～」と題して、3つの計画
に沿った5年後の健康な自分を目指す個人目標を立てます。
　参加者の皆さんと一緒に未来の自分へ健康宣言をしてみませんか。
日時　26日㈯　午前10時～正午
場所　保健福祉センター
対象　市内在住・在勤・在学者、市内に住所を有する法人や団体
50人（申し込み順）
保育　あり（1歳以上から）
参加費　無料
■申・■問　18日㈮までに住所、氏名、年齢、電話番号、保育の有無を電
話かＥメールで健康課健康づくり推進班　☎（497）3494、{kenkou@
city.shiroi.chiba.jpへ

前回のグループワークの様子

楽
集
（
が
く
し
ゅ
う
）

キ
ッ
チ
ン

〜
第
2
弾

　
楽
し
く
作
っ
て
春
を
味
わ
お
う
〜

　「
楽
集
キ
ッ
チ
ン
」
は
、
市
と
市

民
大
学
校
O
B
会
「
発
見
五
遊
会
」

が
コ
ラ
ボ
し
た
新
し
い
料
理
教
室
で

す
。

　「
わ
い
わ
い
・
が
や
が
や
楽
し
く

料
理
を
つ
く
り
な
が
ら
、
知
り
合
い

づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
を
す
る
た
め

の
集
い
の
場
（
キ
ッ
チ
ン
）」
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
春
を
味
わ
う
内
容
の
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。

日
時
　
25
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
午
後

1
時
30
分
（
受
け
付
け

　
午
前
9
時

45
分
〜
）

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
18
人

（
申
し
込
み
順
）

メ
ニ
ュ
ー

　
黒
豆
と
桜
え
び
の
炊
き

込
み
ご
飯
、
魚
と
レ
ン
コ
ン
の
甘
酢

ソ
ー
ス
、
菜
の
花
の
か
ら
し
あ
え
、

カ
ブ
の
み
そ
汁
、
豆
乳
ゼ
リ
ー
イ
チ

ゴ
添
え

保
育
　
あ
り
（
1
歳
以
上
か
ら
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

ふ
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
18
日
㈮
ま
で
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
保
育
の
有
無
を
電

話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
健
康
課
健
康
づ
く

り
推
進
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4
、

k
e
n
k
o
u
@
c
ity
.s
h
iro
i.

ch
iba.jp

へ

2016.3.15

ワ
ン
デ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス

テ
ニ
ス
マ
ッ
チ

　
ダ
ブ
ル
ス
の
実
践
試
合
を
行
い
ま

す
。
初
め
て
の
人
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
23
日
㈬
　
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
（
雨
天
中
止
）

対
象
　
18
歳
以
上
の
女
性
ペ
ア
　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
6
組
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
、
キ
ャ
ン
セ
ル
は
16
日
㈬

ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費

　
1
組
2
、
5
0
0
円
（
保

険
代
ほ
か
）

申
・
問

　
20
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
運
動
公
園
☎
（
4
9
7
）
0
2
2

2
へ

星星空空空ララライイイブブブココンンンサササーーートト

日時 内容

6日㈰　13：30 ～
（50分間）

「詩をうたう」石亀裕子さんの詩の朗読に合
わせ、古田多真美さんがキーボードを演奏

26日㈯　13：30 ～
（50分間）

「ゆうはる」渡辺治子さんのクラリネット
と大川由布子さんのキーボードで星にちな
んだ曲や春の名曲を演奏

　生演奏と共に星空を楽しめる、大人向けのぜいたくな
ひとときを過ごしてみませんか。
日時・内容　下表のとおり
場所　プラネタリウム館ドーム
定員　一般　86人（先着順）
料金　市内210円、市外320円（大人料金）
※投映開始30分前から、3階窓口で券売します。
■問　プラネタリウム館　☎（492）1125

楽しい星空体験を！



午
後
1
時
30
分
〜
4
時

　
参
加
費

1
、
0
0
0
円
（
資
料
代
）

【
共
通
】　

場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
　
定
員

各
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
は
が
き
か
電
話
、
メ
ー
ル

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
〒
2

7
0
―
1
4
3
2

　
白
井
市
冨
士
1

5
1
―
2
―
1
1
1
6

　
介
護
・
認

知
症
の
家
族
と
歩
む
会
・
白
井
☎
0

9
0
（
5
5
0
9
）
5
3
9
8
・

ao31212@
s6.dion

.n
e.jp

へ

◆
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の
子
ど
も

を
持
つ
親
の
会
「
か
ら
ふ
る
」

　
奇
数
月
の
第
3
木
曜
日
に
同
じ
悩

み
を
持
っ
た
親
同
士
の
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
1
人
で
悩
ま
な
い
で
、
話
を
し
に

来
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
17
日
㈭

　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
2
時
30
分
　
場
所
　
印
西
市
立

中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
　
対

象
　
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の
子
ど

も
が
い
る
家
族

　
参
加
費

　
3
0
0

円
（
菓
子
代
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
　
M
・
T
ね
っ
と
わ
ー
く

　
☎

0
8
0
（
6
8
9
7
）
0
2
2
0

◆
遺
伝
相
談

　
遺
伝
性
疾
患
や
染
色
体
異
常
に
関

す
る
疑
問
、
結
婚
、
出
産
に
つ
い
て

悩
み
が
あ
る
人
を
対
象
に
専
門
医
に

よ
る
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
18
日
㈮
　
午
後
1
時
〜
5
時

場
所

　
市
川
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
電
話
で
千
葉
県
市
川
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
課
☎
0
4

7
（
3
7
7
）
1
1
0
2
へ

◆
白
井
子
ど
も
劇
場
鑑
賞
会
・
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル「
す
て
き
な
三
に
ん
ぐ
み
」

　「
人
と
出
会
う
こ
と
で
人
間
は
変
わ

る
こ
と
が
で
き
る
」
絵
本
で
お
な
じ

み
の
作
品
が
演
劇
企
画
ア
ー
ト
プ
ラ

ン
の
手
で
、
す
て
き
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
に
な
っ
て
白
井
に
や
っ
て
き
ま
す
。

日
時

　
19
日
㈯

　
午
後
2
時
30
分
〜

（
開
場

　
午
後
2
時
15
分
）　
場
所

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　
入
場
料
　

一
般
　
1
、
8
0
0
円
、
4
歳
〜
高

校
生

　
1
、
3
0
0
円

申
・
問

　
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
白

井
子
ど
も
劇
場
事
務
所
☎
・

（
4

9
1
）
2
1
6
3
・

 sh
iro
i_

k
odom

o@
y
ah
oo.co.jp

へ

◆
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ

と
森
の
会

①
原
っ
ぱ
の
会
の
散
策
会

　
原
っ
ぱ
や
林
の
中
を
散
策
し
ま
す
。

日
時

　
19
日
㈯

　
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

②
里
山
の
保
全
活
動

　
里
山
の
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に

草
刈
り
や
枝
拾
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
27
日
㈰

　
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

【
共
通
】　

集
合
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
第
2
駐

車
場
（
清
戸
）　
対
象
　
市
民
　
各

20
人
（
申
し
込
み
順
）　
持
ち
物
　

飲
み
物
、
帽
子

　
参
加
費

　
1
0
0

円
（
保
険
代
、
中
学
生
以
下
は
無
料
）

※
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
履
き
な
れ
た

運
動
靴
で
参
加
し
、
小
学
生
以
下
は

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
①
は
15
日
㈫
、
②
は
23
日

㈬
ま
で
に
電
話
か
メ
ー
ル
で
矢
野
☎

0
8
0
（
5
0
8
7
）
7
2
3
5
・

 y
m
h
arappa@

y
ah
oo.co.

jp

へ
◆
大
津
川
流
域
の
里
山
バ
ス
見
学
会

　
手
賀
沼
に
流
入
す
る
最
大
河
川
大

津
川
の
流
域
を
巡
り
、
史
跡
な
ど
里

山
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
そ
こ
に

潜
む
外
来
植
物
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
22
日
㈫

　
午
前
9
時
50
分
〜

午
後
3
時
30
分

　
集
合
時
間
・
場
所

①
午
前
9
時
50
分
・
我
孫
子
駅
北
口

郵
便
局
前
　
②
午
前
10
時
10
分
・
柏

駅
東
口
そ
ご
う
東
側

　
定
員
　
20
人

（
大
人
の
み
、
申
し
込
み
順
）　
参

加
費

　
無
料
（
昼
食
は
実
費
負
担
）

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

◆
白
井
市
郷
土
史
の
会
講
演
会

　「
白
井
第
一
小
学
校
の
創
立
年
代

と
関
連
資
料
」
の
テ
ー
マ
で
開
催
し

ま
す
。

日
時
　
8
日
㈫
　
午
後
1
時
〜
2
時

30
分
　
場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

講
師

　
髙
花
宏
行
学
芸
員

　
参
加
費

2
0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

問
　
小
林
☎
（
4
9
1
）
1
7
3
7

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
児
童
合
唱
の
「
白
井
少
年
少
女
合

唱
団
」、混
声
合
唱
の「
M
．
I
．
N
．」、

女
声
合
唱
の「
ハ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
ー
ブ
」、

男
声
合
唱
の
「
お
や
じ
っ
て
ブ
ラ
ボ

ー
合
唱
団
」
の
編
成
の
違
う
4
つ
の

合
唱
団
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ

ー
ト
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
12
日
㈯

　
午
後
2
時
〜
（
開

場
　
午
後
1
時
30
分
）　
場
所
　
文

化
会
館
か
お
り
ホ
ー
ル

　
入
場
料

　

無
料

問
　
佐
藤
☎
（
4
9
2
）
3
1
3
0

◆
桜
台
中
学
校
吹
奏
楽
部
ス
プ
リ
ン

グ
コ
ン
サ
ー
ト

　
総
勢
34
人
の
桜
台
中
吹
奏
楽
部
員

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　「
大
い
な
る
約
束
の
大
地
〜
チ
ン

ギ
ス
・
ハ
ー
ン
」「
ま
つ
り
」「
勇
気

1
0
0
％
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

日
時

　
13
日
㈰

　
午
後
1
時
〜
（
開

場
　
午
後
0
時
30
分
）　
場
所
　
文

化
会
館
な
し
坊
ホ
ー
ル
　
入
場
料

無
料

問
　
桜
台
中
学
校
☎
（
4
9
2
）
7

0
2
0

◆
Ｄ
V
D
「
日
本
人
は
な
ぜ
戦
争
へ

と
向
か
っ
た
の
か
」
視
聴
・
懇
談
会

　
第
2
回
「
巨
大
組
織
〝
陸
軍
〞
暴

走
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
上
映
し
ま
す
。

　
視
聴
後
は
懇
談
会
も
行
い
ま
す
。

日
時

　
13
日
㈰

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

　
場
所

　
西
白
井
複
合
セ

ン
タ
ー

　
参
加
費

　
無
料

問
　
白
井
平
和
委
員
会

　
池
川
☎

（
4
9
1
）
0
5
0
3

◆
師
水
会
　
水
墨
画
展
覧
会

　「
春
期
　
水
墨
画
ロ
ビ
ー
展
」
を

開
催
し
ま
す
。
安
ら
ぎ
と
幽
玄
の
墨

彩
の
世
界
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
15
日
㈫
〜
27
日
㈰

　
午
前
10

時
〜
午
後
5
時
　
場
所
　
西
白
井
複

合
セ
ン
タ
ー

問
　
師
水
会

　
亀
子
☎
（
4
9
7
）

0
4
4
2

◆
介
護
・
認
知
症
の
家
族
と
歩
む
会
・

白
井

　
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
地
域
で
暮
ら
す

た
め
に
認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

①
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

日
時
　
15
日
㈫
　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
　
参
加
費
　
無
料
　

②
認
知
症
の
当
事
者
か
ら
学
ぶ
認
知
症

日
時

　
24
日
㈭
・
31
日
㈭
（
全
2
回
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト
①

申
・
問

　
電
話
で
手
賀
沼
流
域
フ
ォ

ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

　
竹
中
☎
0
9

0
（
2
6
3
8
）
4
5
8
7
へ

◆
七
次
台
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演

奏
会

　
マ
ー
チ
「
星
条
旗
よ
永
遠
な
れ
」

や
「
A
V
E
N
T
U
R
A
」「
オ
レ

ン
ジ
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

日
時
　
25
日
㈮
　
午
後
2
時
〜
（
開

場
　
午
後
1
時
30
分
）　
場
所
　
文

化
会
館
な
し
坊
ホ
ー
ル

　
入
場
料

無
料

問
　
七
次
台
中
学
校
☎
（
4
9
1
）

1
2
7
5

◆
入
団
説
明
会

　
4
月
の
新
年
度
に
向
け
て
、
入
団

説
明
会
を
行
い
ま
す
。
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
に
興
味
の
あ
る
人
は
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
26
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

対
象
　
年
長
〜
小
学
5
年
生
の
子
ど

も
が
い
る
保
護
者

　
参
加
費

　
無
料

問
　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井
第

1
団
　
佐
藤
☎
0
9
0
（
9
0
1
5
）

6
7
6
2
（
午
後
6
時
以
降
）

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　
26
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象

　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
子
ど
も
お
か
し
作
り
教
室

　
み
ん
な
で
簡
単
な
お
や
つ
（
ド
ー

ナ
ツ
）
を
作
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
27
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

　
場
所
　
冨
士
セ
ン
タ
ー
　
対

象
　
小
学
生
　
6
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
18
日
㈮
の
午
後
3
時
ま
で

に
電
話
で
こ
ぶ
た
の
お
う
ち

　
黒
川

☎
0
9
0
（
4
2
5
5
）
3
2
0
2
へ

子

育

て

冨  

親
子
&
い
ち
ご

　
手
遊
び
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
だ

後
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。

日
時
　
9
日
㈬
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
市
内
在
住
の
生
後
2
カ
月
か

ら
未
就
園
児
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護

者
　
40
組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨
士

セ
ン
タ
ー
へ

冨  

電
車
＆
ミ
ニ
カ
ー
あ

そ
び

　
レ
ー
ル
を
組
ん
で
、
み
ん
な
が
大

好
き
な
電
車
や
ミ
ニ
カ
ー
を
走
ら
せ

て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
19
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
（
自

由
参
加
）

持
ち
物
　
電
車
車
両
（
電
池
込
み
）、

ミ
ニ
カ
ー

公  

な
か
よ
し
タ
イ
ム

　「
親
子
お
楽
し
み
会
」
に
参
加
し

て
、
み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う
。

日
時
　
28
日
㈪
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
1
時

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
昼
食

参
加
費

　
2
0
0
円
（
菓
子
代
）

申
　
電
話
予
約
の
上
、
22
日
㈫
ま
で

に
参
加
費
持
参
で
直
接
公
民
セ
ン
タ

ー
へ

公 

親
子
体
操
教
室

　
体
操
の
先
生
と
一
緒
に
の
び
の
び

と
体
を
動
か
し
、
親
子
で
運
動
遊
び

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
4
月
15
日
、
5
月
13
日
、
6

月
24
日
、
7
月
15
日
、
9
月
16
日
、

10
月
21
日
、
11
月
18
日
、
12
月
16
日
、

1
月
20
日
、
2
月
10
日
、
3
月
17
日

（
各
金
曜
日
・
全
11
回
）　
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
25
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
26
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者

　
20
組
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物

　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

参
加
費

　
1
回
3
0
0
円
（
保
険
代

ほ
か
）

申
　
4
月
8
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

内容 プログラム

展示
コミセン事業報告、団体活動報告、陶芸、パッチワーク、書道、写真、
水彩画、絵手紙

発表・体験

【発表】バレエ＆ヒップホップ（9：45～）、スクエアダンス（10：45 ～）、
太極拳（11：15～）、バンド演奏（12：10～）、名古屋帯デモンストレー
ション（12：30 ～）、十二単の着付け実演（13：00 ～）、民謡・舞踊（13：
50～）、フィナーレ　みんなで踊ろう「白井音頭」（14：50 ～）
【体験】スタンプラリー（9：30 ～ 11：40、先着100人）、着付け体験（11：
30～）、ご当地キャラガチャ（12：30～、有料）、ハンドマッサージ（有料）

模擬店・販売

陶芸、パッチワーク、日用品バザー、そろばんグッズ、民芸品、フリー
マーケット、なし坊グッズ、抹茶（菓子付き）、赤飯、自家製パニーニ、
スープ、梨のタレ丼、カレー、デザート、米粉めん、ばらっぱまんじゅ
う、ふるさと産品ほか

児童館
プラバン工作・数字合わせ工作（10：00 ～ 11：30、先着各100人）、
貯金箱作り（10：00 ～ 11：30、先着40人）、子ども実行委員によるゲー
ムコーナー（13：00 ～ 14：30、先着100人）

◆注意事項
●来場する際は上履きと下足袋を持参してください
●来場者用駐車場は駐車台数に限りがあるため、徒歩や自転車、車の乗り合わせな
どで来場してください
●プログラムの開催時間や内容は、都合により予告なく変更する場合があります
●食べ物などの販売は、なくなり次第終了します

楽しい貯金箱作り

みんなで来てね♪
センターフェスティバル

かわいいバレエ発表 力作ぞろいの展示

コ   コミセンフェスタ
～つながる地域コミュニティの醸成～
日時　12日㈯　午前9時30分～午後3時
※オープニングセレモニーは午前9時20分から玄関前で行います。
内容・プログラム　下表のとおり
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趣
味
・
教
養
・
学
習

公  

英
米
文
学
講
座

　
英
米
文
学
の
古
典
作
品
を
英
文
テ

キ
ス
ト
で
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
4
月
8
日
㈮
か
ら
毎
月
第
2
・

4
金
曜
日
（
全
24
回
）　
午
後
1
時

30
分
〜
3
時

※
12
月
は
第
2
・
3
金
曜
日
に
開
催

し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
20
人

（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
1
回
3
0
0
円
（
資
料
代
）

申
　
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話

か
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

◆
「
リ
フ
ォ
ー
ム
の
会
」
会
員
募
集

　
自
宅
に
眠
っ
て
い
る
布
や
着
物
で

洋
服
や
小
物
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
毎
月
第
2
・
4
水
曜
日

　
午

後
1
時
〜
3
時
　
場
所
　
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
清
戸
）　
月
会
費
　
2
、0
0

0
円

問
　
田
中
☎
（
4
9
1
）
9
3
6
5

◆
白
井
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
「
レ

オ
タ
ー
ド
」
会
員
募
集

　
メ
タ
ボ
や
認
知
症
な
ん
て
関
係
な

い
、
今
や
中
高
年
パ
ワ
ー
は
あ
な
ど

れ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
も
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
に
ト
ラ
イ
し
ま
せ
ん
か
。

　
無
料
体
験
講
習
を
3
日
・
10
日
・

17
日
・
24
日
・
31
日
（
各
木
曜
日
）

に
行
い
ま
す
。

日
時

　
毎
週
木
曜
日
　
午
後
7
時
〜
9

時
　
場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

※
会
費
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
　
小
野
☎
（
4
9
2
）
1
9
1
5

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

◆
白
井
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
・

初
心
者
講
習
会
参
加
者
募
集

　
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
は
、
カ
ッ
プ
ル

4
組
（
8
人
）
が
四
角
形
を
作
り
、

軽
快
な
音
楽
に
の
せ
て
歩
き
な
が
ら

踊
る
ダ
ン
ス
で
す
。
曲
に
合
わ
せ
て

皆
で
楽
し
く
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
無
料
体
験
会
を
3
月
7
日
㈪
・
14

日
㈪
・
28
日
㈪
に
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

　
4
月
11
日
㈪
か
ら
毎

週
月
曜
日

　
昼
の
部

　
午
後
1
時
〜

4
時
・
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
ほ
か
　
夜
の
部
　
午
後
7
時
〜
9

時
30
分
・
池
の
上
小
学
校
体
育
館
ほ

か
　
入
会
金

　
1
、
5
0
0
円

　
月

会
費

　
1
、
0
0
0
円

申
・
問

　
電
話
で
佐
野
☎
（
4
9
1
）

2
0
9
7
へ

◆
社
交
ダ
ン
ス
「
D
A
D
A
舞
夢
白

井
」
会
員
募
集

　
新
規
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

日
時

　
毎
週
土
曜
日

　
午
後
6
時
15

分
〜
7
時
15
分

　
場
所

　
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー

　
対
象

　
初
心
者
、
初
級

者
（
経
験
者
も
可
）　
内
容
　
ワ
ル

ツ
、
タ
ン
ゴ
、
ル
ン
バ
、
ス
ロ
ー
ほ

か
　
月
会
費

　
3
、
0
0
0
円

問
　
中
村
☎
0
9
0
（
6
9
5
2
）

4
4
3
1

◆
合
気
道
会
員
募
集

　
無
料
体
験
入
学
が
で
き
ま
す
。
興

味
の
あ
る
人
は
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
毎
週
土
曜
日
　
対
象
・
時
間

4
歳
〜
小
学
生
・
午
後
2
時
〜
3
時

中
学
生
〜
一
般
・
午
後
3
時
15
分
〜

4
時
45
分

　
場
所

　
桜
台
セ
ン
タ
ー

入
会
金
　
4
、
0
0
0
円
　
月
会
費

3
、
5
0
0
円

問
　
長
谷
川
☎
0
9
0
（
1
5
4
0
）

6
0
7
1

◆
お
楽
し
み
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

日
時
　
4
月
10
日
㈰
（
雨
天
時
は
17

日
㈰
に
延
期
）　
場
所
　
白
井
運
動

公
園
テ
ニ
ス
場

　
種
目

　
男
子
ダ
ブ

ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
、
ミ
ッ
ク
ス

ダ
ブ
ル
ス
リ
ー
グ
戦

　
対
象

　
市
内

在
住
・
在
勤
・
市
テ
ニ
ス
連
盟
会
員

で
平
成
28
年
度
ポ
イ
ン
ト
の
な
い
人

各
24
組
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費

　
一
般
ペ
ア
1
組
2
、5
0
0

円
、
一
般
と
市
テ
ニ
ス
連
盟
会
員
ペ

ア
1
組
2
、2
5
0
円
、
市
テ
ニ
ス

連
盟
会
員
ペ
ア
1
組
2
、0
0
0
円

申
　
市
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
申
込
書
に
記
入
の
上
、
3
月

19
日
㈯
の
午
後
1
時
ま
で
に
直
接
ウ

エ
ス
ト
グ
リ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

（
根
）
へ

問
　
市
テ
ニ
ス
連
盟

　
山
内
☎
（
4

1
9
）
5
2
6
8

◆
「
白
井
市
あ
そ
ば
ね
会
大
人
バ
ー

ジ
ョ
ン
」
参
加
者
募
集

　
白
井
市
と
伊
達
市
は
「
災
害
時
に

お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」

を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
伊
達
市
と
は
ど
の
よ
う
な
町
な
の

か
出
か
け
て
、
交
流
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
程

　
4
月
29
日
㈷
〜
30
日
㈯
（
1

泊
2
日
）　
対
象

　
市
民

　
24
人（
申

し
込
み
順
）　
参
加
費
　
1
5
、0
0

0
円

※
別
途
交
通
費
が
掛
か
り
ま
す
。

申
・
問

　
3
月
26
日
㈯
ま
で
に
フ
ァ

ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
あ
そ
ば
ね
会
実

行
委
員
会

　
黛
☎
・

（
4
9
2
）

1
3
9
1
へ

◆
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
新
し
い
出
会
い

と
体
験
を
!
一
緒
に
行
こ
う
キ
ャ
ン
パ

ス
ピ
〜
友
好
都
市
交
流
参
加
者
募
集
〜

　
友
好
都
市
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
に
行

っ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
雄
大
な

自
然
と
陽
気
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人

に
触
れ
、
新
し
い
発
見
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
こ
の
交
流
は
白
井
市
の
友
好
都
市

キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
市
と
の
相
互
交
流
で
、

白
井
国
際
交
流
協
会
が
市
と
協
力
し

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
白
井
国
際
交
流
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
　
5
月
11
日
㈬
〜
18
日
㈬
（
7

泊
8
日
、
機
中
泊
1
泊
）　
対
象

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
　
20

人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費
　

2
4
5
、0
0
0
円

※
別
途
空
港
税
お
よ
び
燃
料
サ
ー
チ

ャ
ー
ジ
代
が
掛
か
り
ま
す
。

申
・
問

　
3
月
31
日
㈭
ま
で
に
電
話

か
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
白
井
国
際
交
流
協
会
事
務
局
　

江
口
☎
・
0
8
0
（
5
0
1
0
）
4

3
6
9
・ k

_c_eg
u
ch
i@
y
b

b.n
e.jp

へ

◆「
白
井
脳
い
き
い
き
教
室
」サ
ポ
ー

タ
ー
募
集

　
市
の
認
知
症
予
防
講
座
「
白
井
脳

い
き
い
き
教
室
」
で
学
習
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
5
〜
9
月
の
毎
週
水
曜
日
・

午
後
1
時
〜
3
時
　
場
所
　
西
白
井

複
合
セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
63
歳
以
下

の
人

※
3
〜
4
月
の
毎
週
水
曜
日
・
午
前

10
時
〜
正
午
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
研
修
が
あ
り
ま
す
。

申
　
3
月
10
日
㈭
ま
で
に
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
2
7
0

―
1
4
9
2

　
白
井
市
復
1
1
2
3

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
N
P
O
法
人

白
井
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

（
4
9
2
）
3
6
1
1
へ

問
　
鶴
岡
☎
（
4
9
1
）
8
7
0
4

◆
印
西
市
自
転
車
駐
車
場
の
定
期
使

用
申
請
の
受
け
付
け
開
始

　
印
西
市
の
有
料
自
転
車
駐
車
場
で

は
、
4
月
1
日
か
ら
平
成
29
年
3
月

31
日
ま
で
の
定
期
使
用
申
請
を
本
日

よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
手
続
き
終
了
後
、
承
認
票
（
シ
ー

ル
）
と
承
認
証
（
カ
ー
ド
）
を
交
付

し
ま
す
。

受
付
時
間

　
平
日
　
午
前
6
時
〜
10

時
、
午
後
4
時
〜
9
時

　
土
・
日
・

祝
日

　
午
前
8
時
〜
正
午

　
受
付
場

高

齢

者

シ  

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
〜

入
門
講
座
〜

　
パ
ソ
コ
ン
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
8
・

1
）
の
基
本
的
な
使
い
方
や
ワ
ー
ド

の
基
本
・
文
書
作
成
を
学
び
ま
せ
ん

か
。

所
　
使
用
を
希
望
す
る
自
転
車
駐
車

場
　
年
間
使
用
料
（
印
西
市
外
居
住

者
）　
自
転
車

　
一
般
1
0
、8
0
0

円
、
高
校
生
以
下
5
、4
0
0
円
　

原
動
機
付
自
転
車
（
排
気
量
1
2
5

㏄
以
下
）　
一
般
1
5
、1
2
0
円
、

高
校
生
以
下
7
、5
6
0
円

※
減
免
申
請
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

申
　
各
自
転
車
駐
車
場
に
あ
る
申
請

書
に
記
入
の
上
、
保
険
証
な
ど
の
申

請
者
の
住
所
が
分
か
る
も
の
（
高
校

生
以
下
は
学
生
証
な
ど
）、
使
用
料

を
添
え
て
直
接
使
用
す
る
自
転
車
駐

車
場
へ

問
　
一
般
社
団
法
人
日
本
駐
車
場
工

学
研
究
会
☎
0
3
（
3
5
9
1
）
7

1
6
5
（
平
日
の
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
5
時
）

◆
陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

　
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
・
技

能
公
募
）
お
よ
び
幹
部
候
補
生
（
一

般
・
飛
行
・
歯
科
・
薬
剤
）
を
募
集

し
ま
す
。

　
受
験
資
格
や
試
験
日
な
ど
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
予
備
自
衛
官
補
　
4
月

8
日
㈮
ま
で
　
幹
部
候
補
生
　
5
月

6
日
㈮
ま
で

問
　
千
葉
地
方
協
力
本
部
柏
募
集
案

内
所
☎
0
4
（
7
1
6
3
）
6
8
8
4

◆
ハ
ン
セ
ン
病
の
補
償
金
手
続
き
期

限
は
平
成
28
年
3
月
31
日
㈭
ま
で

　
過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
人
に
は
国
か
ら
補
償
金

（
和
解
一
時
金
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
既
に
亡
く
な
っ
た
人
や
療
養
所
に

入
所
し
た
こ
と
が
な
い
人
も
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

※
既
に
国
か
ら
補
償
金
を
受
け
取
っ

た
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
対
象

者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、
遺
族

（
法
定
相
続
人
）
に
支
払
い
ま
す
。

問
　
厚
生
労
働
省
（
難
病
対
策
課
）

☎
0
3
（
5
2
5
3
）
1
1
1
1

西  
親
子
で
！
科
学
体
験

教
室

　
実
験
器
具
や
薬
品
を
使
っ
て
、
科

学
の
不
思
議
を
体
験
し
よ
う
。

日
時
・
内
容

　
13
日
㈰

　
①
午
前
10

時
〜
正
午
・
静
電
気
で
モ
ー
タ
ー
を

回
し
て
み
よ
う

　
②
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分
・
色
が
変
わ
る
化
学
変

化
を
楽
し
も
う

対
象

　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
各

15
組
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー

加
地
浩
成
さ
ん
、
西
口
重
雄
さ
ん

参
加
費
　
各
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
11
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

白  

レ
ク
ホ
ー
ル
開
放

　「
○
×
ク
イ
ズ
」
を
楽
し
ん
だ
後
、

友
達
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
ボ
ー
ル
な

ど
で
体
を
動
か
し
て
遊
ぼ
う
。

日
時

　
23
日
㈬

　
午
後
1
時
〜
3
時

対
象

　
小
学
生
以
上
（
自
由
参
加
）

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
上
履
き

公  

公
民
で
遊
ぼ
う

　
も
ち
も
ち
の
お
い
し
い
「
す
い
と

ん
」
を
作
っ
て
食
べ
た
後
、
み
ん
な

子

ど

も

で
思
い
っ
き
り
遊
ぼ
う
。

日
時
　
25
日
㈮
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
4
時

対
象
　
小
学
生
　
12
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
、
飲
み
物
、
上
履
き

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
電
話
予
約
の
上
、
17
日
㈭
ま
で

に
参
加
費
持
参
で
直
接
公
民
セ
ン
タ

ー
へ公  

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
開
放

　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー

ツ
を
し
て
、
み
ん
な
で
楽
し
く
体
を

動
か
そ
う
。

日
時

　
25
日
㈮

　
午
後
2
時
〜
4
時

持
ち
物
　
飲
み
物
、
上
履
き

※
未
就
学
児
は
保
護
者
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時
　
28
日
㈪
〜
31
日
㈭
（
全
4
回
）

午
後
1
時
45
分
〜
4
時
45
分

場
所

　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象

　
健
康
で
就
業
や
社
会
参
加
活

動
を
希
望
す
る
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
　
4
人
（
講
座
未
受
講
者
を
優
先

し
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費

　
1
、
3
3
9
円
（
資
料
代
）

申
　
16
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

イ
ベ
ン
ト
②

◆
で
ん
だ
い
キ
ッ
ズ
セ
ミ
ナ
ー

　
親
子
で
一
緒
に
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
程
・
内
容

　
①
25
日
㈮

　
パ
ソ
コ

ン
お
も
し
ろ
じ
ょ
う
ほ
う
体
験

　
②

28
日
㈪
　
頭
が
よ
く
な
る
立
体
モ
デ

ル
製
作
　
③
29
日
㈫
　
英
語
で
遊
ぼ

う
―
楽
し
い
英
語
学
習
体
験

　
時
間

午
後
3
時
〜
4
時
30
分

　
場
所

　
東

京
電
機
大
学
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
（
印
西
市
）　
対
象
　
小

学
生
と
そ
の
保
護
者
（
4
〜
6
年
生

は
子
ど
も
の
み
も
可
）　
①
・
③
各

20
組

　
②
30
組
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）　
参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
9
日
㈬
ま
で
に
T
D
U
い

ん
ざ
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
フ

ォ
ー
ム
に
入
力
、
☎
0
4
7
6
（
4

6
）
9
5
5
5
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古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

文化会館 ☎(492)1121

プラネタリウム館 ☎(492)1125

乳幼児健診
健康課母子保健班☎(497)3495

日 程 時　間 場　　所

3日㈭ 11:00 ～ 12:30 冨士センター

7日㈪
10:00 ～ 11:30

保健福祉センター

16日㈬ 西白井複合センター

対象　市内在住者　内容　健康に関する相談に保健師、看護師が対
応（血圧測定、体脂肪率測定、腹囲測定が可能）
※電話や健康課窓口での相談も随時受け付けます。7日㈪は食事や栄
養について栄養士に相談したり、子どもの身長や体重を測定するこ
とができます。

健康相談
健康課健康づくり推進班☎(497)3494

日 程 場所 受付時間 対　　象

4カ月育児相談
8日㈫

○保
9:30 ～ 10：00

27年10月生まれの人には個人通知
18日㈮ 13：15 ～ 13：45

かみかみ教室
 17日㈭ ○保 9:45 ～ 10:00 27年5月生まれの人には個人通知

1歳6カ月児健康診査
11日㈮

○保 13:15 ～ 13:45 26年8月生まれの人には個人通知
15日㈫

2歳児歯科健康診査
16日㈬ ○保 13:15 ～ 13:45 25年9月生まれの人には個人通知

3歳児健康診査
 1日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 24年9月生まれの人には個人通知
 4日㈮

※場所の○保は総合保健センター（保健福祉センター 2階）です。
　該当すると思われる人で通知のないときは問い合わせてください。

開催日 ホール 催し物名 開演 入場料 問い合わせ

6日㈰ なし坊 HIP HOPダンス発表
会 13：30 無 料 伊藤

☎(497)0630

12日㈯ かおり ファミリーコンサート 14：00    無 料 佐藤
☎(492)3130

13日㈰ なし坊
桜台中学校吹奏楽部
スプリングコンサー
ト

13：00 無 料
桜台中学校
カノヤ
☎(492)7020

19日㈯ なし坊 スプリングダンスコンサート 15：30 無 料 岡根
☎090(6650)4516

21日㈪ なし坊

風の五重奏団と仲間
たちによるスプリン
グコンサート2016
みんなで作る“動物
の謝肉祭”コンサー
ト

14：00

全席指定
高校生以上
1,500円
65歳以上
1,000円
小・中学生
500円
未就学児
無料

文化会館
☎(492)1121

25日㈮ なし坊 七次台中学校吹奏楽部定期演奏会 14：00 無料
七次台中学校　
竹添
☎(491)1275

26日㈯ なし坊 Ｍusic Ｃoncert 11：40 無 料 浦塚
☎080(9388)4694

30日㈬ なし坊 白井高校吹奏楽部定期演奏会 17：30 無 料
白井高校
石井
☎(491)1511

※主催者の都合により中止・延期になる場合があります。

各　種　相　談

図書館 ☎(492)1122

項　目 日　時 内　容 対　象 場 所

おはなし
かい

2日・9日・16
日・23日・30
日（各水曜日）
15：30 ～

絵本の読み聞
かせなど

一人でお話を
聞ける子ども

おはなしの
へや

親子おは
なしかい

23日㈬
11：00 ～

わらべうた、
絵本の読み聞
かせなど

市内在住の小
学校未就学児
とその保護者

朗読の会
「もえぎ」
による朗
読会

4日㈮
13：30 ～ 大人向けの文

学作品の朗読
一般 2階

研修室

※図書館の開館時間は、火曜日から土曜日は午前9時30分から午後7
時まで、日曜日は午前9時30分から午後5時までです。

郷土資料館 ☎(492)1124

項　目 内　　容 日　程 料 金

郷土史講座③「江戸
時代における白井の
領主たち（藩主編）」

身近な歴史や文化財につ
いて紹介。3回目は、歴
史史料から江戸時代に白
井を治めた藩主像を探る

26日㈯
13：30 ～ 14：30

無　料
（要予約）

速報展「古文書修補」

修補（修復）作業の終了
した古文書を展示。今回
は、「検地帳」について
紹介

31日㈭まで
火～日曜日
9：00 ～ 17：00

無 料

常設展
「白井のあゆみ」

原始・古代から現代まで
の白井を紹介。小川瓦木
作品や浮世絵などを展示

火～日曜日
9：00 ～ 17：00 無 料

項　目 内　　容 日　時 金　額
子ども向け
投映
ロイ君アワー

ぼくらのうちゅうりょこ
う③　時間旅行　
(45分間）

日曜日
春休み中の
水～日　11：30

市内
大人210円、
子ども100円
市外
大人320円、
子ども160円
各回開始30
分前から券
売

一般向け
投映

オーロラ～太陽からの贈
りもの～
(45分間）

土・日曜日
春休み中の
水～日　13：30

星空散歩　変光星を見つ
けよう
（45分間）

土・日曜日
春休み中の
水～日　15：00

マタニティ
・コンサー
ト＋α

妊婦さん向けのリラク
ゼーション
プラネタリウム

2日㈬
13：30 ～ 15：20
途中２回休憩あ
り

市内在住の
妊婦は無料
他一般投映
料金

シニア向
け投映
プラチナ
アワー

慣れ親しんだ曲と共に、
今回は年老いた星「べテ
ルギウス」の話

3日㈭・5日㈯
11：30 ～ 12：10

市内大人　
210円
市外大人　
320円

特別投映
（一般向け）

「星空とともに」
東日本大震災当時の星空
の記憶をとどめる仙台市
天文台制作番組

5日㈯・11日㈮・
12日㈯
16：10 ～ 16：55

無料
各回開始時
間の30分前
から窓口で
整理券配布

特別観望会
部分日食を
見る会

文化センター緑道にて部
分日食の観望会を開催
予約不要・雨天曇天の場
合中止

9日㈬
9：30 ～ 12：30 無料

昼間の星を
見る会

太陽の表面を観望します
（天候により中止の場合あ
り）

12日㈯
11：30 ～ 13：30 無料

星を見る会

ドームで星空解説の後、
実際の星空を観望します
(雨天曇天時はドーム内解
説のみとなります）

12日㈯
18：30 ～ 19：45

大人200円
子ども無料

ひよこプラ
ネタリウム

初めてプラネタリウムを
見る幼児向けの星のお話

16日㈬・19日㈯
11：30 ～ 12：00

大人200円
子ども無料

星空ライブ
コンサート
（大人向け･
予約不要）

「詩をうたう」
朗読：石亀裕子さん　キー
ボード：古田多真美さん

6日㈰
13：30 ～ 14：20

市内大人　
210円
市外大人　
320円
開始30分前
から券売

クラリネットとキーボー
ドのひととき
演奏「ゆうはる」

26日㈯
13：30 ～ 14：20

※春休み投映　3月25日㈮～ 4月3日㈰の水～日曜日

□消費生活相談　月～金曜日　
10:00 ～ 16:00　市役所消費生活センター
内線3294　商工振興課　内線3241
□無料職業紹介　月～金曜日
9:00 ～ 17:00（受付9:00 ～ 16:00）市役所
無料職業紹介所　内線3280
□就学相談　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　学校教育課　内線3422
□教育相談
（相談員による相談）　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　市役所教育相談室
（指導主事による相談）　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　市役所教育相談室
☎（492）2301
□女性生き生き相談　第2・4木曜日
10:00 ～ 16:00　保健福祉センター (要予約）　
企画政策課　内線3355
□心配ごと相談　水・金曜日
10:00 ～ 15:00（弁護士来所日、相続・税
務相談は9:00から窓口で受付順　9：30か
ら電話受付も行いますが、窓口受付優先）
保健福祉センター社会福祉協議会
☎（492）5713
□ボランティア相談　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　保健福祉センターボラン
ティアセンター☎（492）5716
□家庭児童相談　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　保健福祉センター家庭児
童相談室☎（497）3477
□障害者就労相談　毎週水曜日
10：00 ～ 16：00　保健福祉センター社会
福祉課☎（497）3497（要予約）
□こころの相談
（医師による相談）第2木曜日
10:00 ～ 12:00（前日正午までに要予約）
（精神保健福祉士による相談）第2・4水曜日
10:15 ～ 15:00（予約優先）　保健福祉セ
ンター保健福祉相談室☎（497）3491
□交通事故相談　第4木曜日
10:00 ～ 12：00　13：00 ～ 14:30（予約優先）
市役所相談室　市民安全課　内線3322
□木造住宅無料耐震診断相談　
10:00 ～ 16:00　市役所相談室建築指導課
内線3222（4日前までに要予約）
□住宅リフォーム無料相談会　毎月第3水
曜日13：00～ 16：00　市役所相談室建築指
導課　内線3222（5日前までに要予約）

出張所 日 月 火 水 木 金 土
西白井出張所 ●

休所

● ●

桜台出張所 ● ● ●

白井駅前出張所 ● ● ●

冨士出張所 ● ● ● ● ● ●

公民センター出張所 休所 ● ●

証明書などの発行日　市民課　内線3147

※●印は住民票や印鑑証明などの証明書を発行できる日です（祝日は
発行できません）。
　土・日曜日は、戸籍謄本･抄本は発行できません。
　西白井・白井駅前・桜台・公民センターの各出張所の発行時間は、
午前8時30分から午後1時、午後2時から5時15分までです。
　冨士出張所の発行時間は、午前8時30分から午後5時15分までです。

※詳しくは関連記事（□印の開催時間などは、右欄）をご覧ください。日程は変更になる場合があります。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

■定例教育委員会議
（14：00 ～市役所）
■脳の元気度測定
（10：00 ～ 11：30保健
福祉センター）

□心配ごと相談
□障害者就労相談

□心配ごと相談 ■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

6 7 8 9 10 11 12
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）

■中小企業経営なん
でも相談（14：00 ～
17：00公民センター）

□心配ごと相談
□障害者就労相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）

□女性生き生き相談
□こころの相談（医師）
■人権相談（13：00
～ 16：00市役所）

□心配ごと相談
※弁護士来所

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

13 14 15 16 17 18 19
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）
■自転車リサイクル
デー（10：00 ～ 12：00
市役所庁舎内駐車場）

■年金・労働相談
（10：00 ～ 15：00市役
所）
■心配ごと相談出張
相談（10：00 ～ 15：00
福祉センター）
■どんぐり広場子育
て相談(10：30 ～ 12：
00保健福祉センター）

□心配ごと相談
※相続・税務相談
□障害者就労相談
□住宅リフォーム無
料相談会
■ニート引きこもり
相談会（18：20 ～ 21：
00西白井複合セン
ター）

■行政相談（13：00
～ 16：00市役所）

□心配ごと相談
□木造住宅無料耐震
診断相談

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

20 21 22 23 24 25 26
【春分の日】
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）

■臨時教育委員会議
（14：00 ～市役所）
□心配ごと相談
□障害者就労相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）
（13：00 ～ 17：00）

□女性生き生き相談
□交通事故相談

□心配ごと相談
※弁護士来所

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

27 28 29 30 31
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）
■休日窓口納付と納
税相談（9：00 ～
12：00市役所）

■千葉県よろず支援
拠点サテライト経営
相談・完全予約制
（10：00 ～ 16：00白井
工業団地産業振興セ
ンター）
■ニート引きこもり
相談会（18：20 ～ 21：
00保健福祉センター）

□心配ごと相談
□障害者就労相談

■夜間窓口納付と納
税相談（17：15 ～
20：30市役所）

文化センター
からのお知らせ

20日㈷春分の日を開館し、
22日㈫を臨時休館します。

清水口調整池のハクチョウ


